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問　
今
議
員

①
引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止
と
医

療
体
制
の
万
全
を
確
保
し
た
町
民

の
生
活
を
守
る
対
策
が
重
要
と
考

え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

②
観
光
業
や
飲
食
業
な
ど
幅
広
い

業
種
の
売
り
上
げ
が
急
減
し
て
打

撃
は
大
き
く
、
中
小
企
業
や
個
人

事
業
主
の
倒
産
・
廃
業
を
抑
え
雇

用
を
維
持
す
る
追
加
経
済
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

対
応
を
踏
ま
え
た
、
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

③
安
全
宣
言
が
出
た
際
、
観
光
等

の
大
胆
な
需
要
の
喚
起
が
要
求
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
の
か
、
そ
の
戦
略
と
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
町
長

①
町
で
は
、
相
談
窓
口
の
周
知
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、

正
し
い
手
洗
い
や
消
毒
、
３
つ
の

密
を
避
け
る
な
ど
の
基
本
的
な
感

染
予
防
対
策
の
継
続
を
町
民
に
対

し
、
広
報
等
で
情
報
発
信
し
て
き

た
。

　

ま
た
、
入
手
困
難
が
続
い
た
マ

ス
ク
と
消
毒
液
を
感
染
で
重
症
化

し
や
す
い
方
や
そ
の
関
係
施
設
等

に
配
布
し
、
更
に
、
緊
急
事
態
宣

言
後
は
、
不
要
不
急
の
外
出
の
自

粛
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
制
限
に

つ
い
て
も
お
願
い
し
て
き
た
。

　

県
で
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の

増
強
、
感
染
症
患
者
の
受
入
病
床

を
増
や
し
、
軽
症
者
等
の
宿
泊
療

養
施
設
の
確
保
に
も
取
り
組
み
、

検
査
及
び
医
療
提
供
体
制
は
着
実

に
充
実
し
た
。

　

し
か
し
、
緊
急
事
態
宣
言
が
全

面
解
除
さ
れ
た
が
、
感
染
リ
ス
ク

が
な
く
な
っ
た
訳
で
は
な
く
、
全

国
的
に
は
依
然
と
し
て
、
新
規
感

染
者
が
発
生
し
て
る
こ
と
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
が
長
期
化
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

　

町
で
は
、
引
続
き
感
染
症
対
策

に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
り
、

「
３
密
」
を
避
け
る
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
予
防
対
策
が
、
新
し
い

生
活
様
式
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
、

今
後
も
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
。

②
先
般
の
全
国
に
対
す
る
緊
急
事

態
宣
言
が
発
動
さ
れ
た
際
に
は
、

十
二
湖
の
閉
鎖
や
産
直
施
設
の
休

業
、
さ
ら
に
は
県
の
要
請
に
よ
り

多
く
の
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
等
が

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に

休
業
し
た
。

　

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と
な

っ
た
稼
ぎ
時
の
休
業
は
、
多
く
の

業
種
に
と
っ
て
打
撃
と
な
り
、
非

常
に
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
と

承
知
し
て
い
る
。

　

県
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
期
間
中
に
営
業
を
自
粛
し
た
宿

泊
施
設
や
飲
食
店
等
に
対
し
て
、

法
人
に
30
万
円
、
個
人
事
業
主
に

20
万
円
の
休
業
協
力
金
を
支
給
し
、

町
で
も
、
事
業
維
持
支
援
金
を
支

給
し
た
。

今　　勝吉 議員

町民の生活を守る新型
コロナウイルス対策に
ついて

問

答
こん かつ よし

感染症対策に関する知識の普
及、基本的な感染予防対策が、
日常生活に定着するよう情報発
信していきたい。

町政をただす
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今
後
は
、
深
浦
町
商
工
会
が
８

月
か
ら
行
う
抽
選
会
付
全
町
大
売

出
し
に
対
し
、
町
か
ら
の
補
助
金

を
増
額
し
た
上
で
、
７
月
に
前
倒

し
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

国
か
ら
の
一
律
10
万
円
の
特
別

定
額
給
付
金
も
、
順
次
、
給
付
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
町
内
で
の
消

費
を
お
願
い
し
、
魅
力
あ
る
大
売

出
し
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
全
国
的
に
解

除
と
な
っ
た
が
、
観
光
客
の
回
復

に
は
時
間
が
か
か
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

地
域
の
経
済
状
況
を
注
視
し
、

今
後
も
必
要
な
対
策
を
講
じ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

③
去
る
４
月
１
日
に
津
軽
圏
域
14

市
町
村
を
構
成
員
と
し
た
地
域

連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
「
一
般
社
団
法
人

Ｃク

ラ

ン

ピ

オ

ニ

ー

ｌ
ａ
ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
津
軽
」
が

設
立
さ
れ
た
。

　

広
域
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
観

光
資
源
を
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ

て
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
よ
り
強

い
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
あ
る
。

　

当
町
の
十
二
湖
は
、
そ
の
中
に

あ
っ
て
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
観
光

資
源
と
考
え
て
い
る
の
で
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
取
組
み
で
十
二
湖
の
魅
力
を

県
内
外
に
強
力
に
発
信
し
、
観
光

客
が
町
内
に
宿
泊
し
、
さ
ら
に
、

観
光
施
設
や
飲
食
店
な
ど
を
巡
る

「
滞
在
時
間
」
の
増
加
と
「
地
域

内
の
回
遊
性
」
の
向
上
が
欠
か
せ

な
い
こ
と
か
ら
、
観
光
客
に
選
ば

れ
る
た
め
の
魅
力
を
高
め
、
商
工

会
や
観
光
協
会
と
の
連
携
を
図
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
多
様
な
業
種

と
の
連
携
も
視
野
に
、
新
し
い
観

光
形
態
を
創
造
し
て
い
き
た
い
。

法
人
名
「
Ｃ
ｌ
ａ
ｎ 

Ｐ
Ｅ
Ｏ

Ｎ
Ｙ
（
ク
ラ
ン
ピ
オ
ニ
ー
）
津

軽
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
津
軽
藩
の
藩
を
意
味
す
る

「
Ｃ
ｌ
ａ
ｎ
（
ク
ラ
ン
）
」
と
、

津
軽
家
の
家
紋
で
あ
る
ボ
タ
ン

の
花
を
意
味
す
る
「
Ｐ
Ｅ
Ｏ
Ｎ

Ｙ
（
ピ
オ
ニ
ー
）
」
を
掛
け
合

わ
せ
た
も
の
。
将
来
的
に
津
軽

地
域
14
市
町
村
の
取
り
組
み
の

結
果
が
、
ボ
タ
ン
の
よ
う
な
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
と

の
願
い
を
込
め
た
と
い
う
。

 　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は

Destination　

M
anagement

Organization

（
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）

の
頭
文
字
の
略
で
、
観
光
物
件
、

自
然
、
食
、
芸
術
、
芸
能
、
風

習
、
風
俗
な
ど
当
該
地
域
に
あ

る
観
光
資
源
に
精
通
し
た
多
様

な
関
係
者
と
の
連
携
に
よ
っ
て

観
光
地
づ
く
り
を
推
進
す
る
法

人
の
こ
と
。

▲「Clan PEONY津軽」のロゴマーク（同DMO提供）

町政をただす

小
中
学
生
に
１
人
１
台

パ
ソ
コ
ン
配
備
と
指
導

力
に
つ
い
て

問　
今
議
員

①
国
で
は
、
令
和
５
年
度
ま
で
に

小
中
学
校
の
す
べ
て
の
児
童
・
生

徒
１
人
に
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
配

備
す
る
計
画
が
あ
る
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

う
臨
時
休
校
等
を
踏
ま
え
前
倒
し

し
、
今
年
度
末
ま
で
に
実
現
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
町
で
は
学
習
へ

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
環
境
（
端
末
配

備
と
オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
整
備
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
遅
れ
は
、
学
校

現
場
の
体
制
に
も
課
題
が
あ
り
、

日
本
の
教
員
の
約
８
割
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
関
連
の
研
修
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
学
び

の
現
場
を
預
か
る
教
員
に
と
っ

て
、
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
は
ま

す
ま
す
不
可
欠
な
ス
キ
ル
と
な
る

が
、
指
導
力
向
上
に
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。
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答
《
町
長
》

①
国
で
は
、
令
和
５
年
度
ま
で
に

小
中
学
校
の
全
て
の
児
童
生
徒
に

１
人
１
台
の
端
末
を
整
備
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
臨

時
休
校
等
を
踏
ま
え
て
、
令
和
２

年
度
に
前
倒
し
し
て
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
、
管
内
小

中
学
校
の
児
童
生
徒
分
と
教
職
員

分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
経
費

を
計
上
し
た
。

　

ま
た
、
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
に
つ
い
て
は
、
管
内
小
学
校
３

校
分
、
中
学
校
は
岩
崎
中
学
校
を

除
い
た
２
校
分
の
校
内
に
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備

す
る
。

　

ま
ず
は
、
令
和
２
年
度
中
に
１

人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
校

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
多

様
な
学
び
等
を
実
現
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
長
期
の
臨
時
休
校
と
な

っ
た
場
合
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
（
在
宅
授
業
）
等
も
有
効
だ
が
、

各
家
庭
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
等

の
把
握
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

た
め
の
機
材
の
調
達
な
ど
、
直
ち

に
対
応
で
き
る
状
況
で
は
な
い
が
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
国
で
示
し
て
い
る
教
職
員

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
を
積
極
的
に
活

用
し
、
校
内
に
お
け
る
全
体

研
修
や
個
人
研
修
を
実
施
し

た
り
、
国
及
び
県
主
催
の
研

修
へ
の
参
加
を
促
し
、
指
導

力
向
上
に
努
め
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
資
質
・
能
力

を
一
層
確
実
に
育
成
で
き
る

指
導
の
実
現
に
向
け
て
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

障
害
児
保
育
に
つ
い
て

問　
今
議
員

　

障
害
を
持
っ
た
子
供
が
支
障
な

く
保
育
生
活
を
送
る
た
め
に
、
個

別
に
配
慮
を
行
い
手
助
け
す
る
加

配
保
育
士
の
配
置
に
明
確
な
基
準

が
設
け
ら
れ
て
な
い
が
、
障
害
を

持
っ
た
子
供
３
人
以
内
に
加
配
保

育
士
１
人
を
配
置
す
る
必
要
が
あ

り
、
障
害
児
を
受
け
入
れ
な
い
保

育
園
も
あ
る
よ
う
で
す
。
現
在
、

障
害
を
持
っ
た
子
供
１
人
に
寄
り

添
っ
て
援
助
し
て
い
る
保
育
園
も

あ
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
視
点

に
立
っ
て
推
進
し
て
い
く
の
か
伺

い
た
い
。

答　
町
長

　

障
害
の
種
類
や
度
合
い
は
子
供

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
般
の

保
育
士
以
上
に
、
子
供
一
人
ひ
と

り
に
寄
り
添
っ
た
保
育
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
一
般
の
保
育
士
と
は

異
な
る
仕
事
内
容
や
知
識
が
必
要

に
な
り
、
な
か
な
か
加
配
保
育
士

を
配
置
で
き
ず
、
障
害
児
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
保
育
園

も
あ
る
。

町政をただす

▲タブレットを活用した授業※写真はイメージです。

　

現
在
、
当
町
に
は
、
障
害
児
保

育
施
設
が
な
い
こ
と
か
ら
、
町
内

の
保
育
園
で
は
、
障
害
の
あ
る
子

供
を
受
け
入
れ
て
い
る
統
合
保
育

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
、
加
配
保

育
士
に
関
し
て
、
基
本
的
に
障
害

児
を
受
け
入
れ
る
保
育
園
側
の
事

情
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
必
ず
し
も
入
所
希
望
す
る

保
育
園
に
預
け
れ
る
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
保
育
現
場
で
身
体

面
・
情
緒
面
等
で
問
題
を
感
じ
る

子
供
に
対
し
て
、
適
切
な
関
わ
り

方
や
そ
の
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

専
門
家
に
相
談
す
る
機
会
を
つ
く

り
、
支
援
を
希
望
す
る
保
育
園
に
、

行
動
観
察
や
普
段
の
様
子
を
聴
取

し
、
相
談
員
が
助
言
を
行
う
「
保

育
園
巡
回
相
談
」
を
実
施
し
て
い

る
。


